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は
じ
め
に 

 

古
文
書
講
座
は
、
自
治
体
の
講
座
（
博
物
館
、
文
書
館
、
資
料
館
、
図
書
館
、

公
民
館
な
ど
）
、
大
学
の
一
般
講
座
、
通
信
教
育
、
民
間
の
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

な
ど
に
お
い
て
数
多
く
実
施
さ
れ
て
い
る
。
古
文
書
解
読
の
た
め
の
各
種
事
典
、

学
習
用
テ
キ
ス
ト
も
多
く
出
版
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
古
文

書
講
座
を
学
習
で
き
る
環
境
も
充
実
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
古
文
書
学
習
を
目
的

と
し
た
同
好
会
や
グ
ル
ー
プ
活
動
も
盛
ん
で
あ
る
と
聞
く
。
こ
の
よ
う
に
人
気
が

あ
る
古
文
書
講
座
は
い
つ
頃
か
ら
始
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
昭
和
四
八
年
（
一

九
七
三
）
に
竹
内
誠
は
、「
郷
土
史
研
究
会
の
定
期
刊
行
誌
の
な
か
に
は
、
毎
号
「
古

文
書
演
習
」
と
い
っ
た
欄
を
設
け
、
古
文
書
講
習
会
な
ど
を
開
く
と
、
た
ち
ま
ち

満
員
と
い
う
盛
況
で
あ
る
１

」
と
述
べ
て
お
り
、
過
去
も
現
在
も
古
文
書
に
対
す
る

関
心
の
高
さ
は
変
わ
ら
な
い
こ
と
が
分
か
る
。 

 

古
文
書
講
座
に
関
す
る
論
考
や
事
業
報
告
は
多
く
の
機
関
で
発
表
さ
れ
て
い
る
。

広
島
県
立
文
書
館
で
は
、
古
文
書
解
読
の
他
、
保
存
、
取
り
扱
い
ま
で
を
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
に
含
ん
で
い
る
２

。
群
馬
県
立
文
書
館
の
古
文
書
解
読
講
習
会
３

、
神
奈
川

県
立
公
文
書
館
の
古
文
書
解
読
講
座
４

、
和
歌
山
県
立
文
書
館
の
古
文
書
講
座
５

は
、

講
座
の
経
過
紹
介
と
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
等
か
ら
読
み
取
れ
る
課
題
・
展
望
を
述
べ

て
い
る
。
ま
た
、
歴
史
科
学
協
議
会
『
歴
史
評
論
』
五
一
八
号
で
は
、
特
集
で
「
卒

業
論
文
を
ど
う
書
く
か
」
を
組
ん
で
お
り
、
山
本
博
文
は
、
近
世
古
文
書
の
読
み

方
に
つ
い
て
学
習
方
法
を
紹
介
し
て
い
る
６

。 

日
本
古
文
書
学
会
の
会
誌
『
古
文
書
研
究
』
で
は
、「
地
域
と
古
文
書
」
と
い
う

コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
全
国
各
地
の
博
物
館
等
で
実
施
さ
れ
て
い
る
古
文
書
講
座
や
、

館
の
活
動
と
し
て
古
文
書
解
読
を
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
の
紹
介
を
し
て

い
る
７

。
令
和
四
年
（
二
〇
二
二
）
八
月
号
の
『
博
物
館
研
究
』
で
は
、
特
集
「
古

文
書
資
料
の
活
用
」
が
組
ま
れ
、
市
民
と
協
働
し
て
古
文
書
資
料
を
活
用
す
る
「
み

ん
な
で
翻
刻
」
、
市
民
参
加
の
古
文
書
展
示
、
「
日
本
史
探
求
」
と
こ
れ
か
ら
の
博

学
連
携
、
古
文
書
を
活
用
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
成
果
と
意
義
、
古
文
書
展

示
・
普
及
事
業
研
究
の
回
顧
と
展
望
な
ど
、
古
文
書
を
通
し
た
活
動
、
展
示
、
市

民
協
働
、
博
学
連
携
な
ど
様
々
な
取
り
組
み
を
取
り
上
げ
て
い
る
８

。 

本
稿
で
は
、
埼
玉
県
立
文
書
館
に
お
け
る
古
文
書
講
座
を
取
り
上
げ
、
古
文
書

講
座
の
歴
史
、
講
座
で
取
り
扱
う
内
容
、
講
義
事
例
、
古
文
書
を
通
し
た
文
書
館

業
務
に
つ
い
て
論
じ
る
。
ま
た
、
今
回
は
講
座
の
運
営
で
は
な
く
、
教
授
内
容
を

中
心
に
触
れ
て
い
く
。 
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一 

埼
玉
県
立
文
書
館
の
古
文
書
講
座 

（
１
）
近
世
文
書
の
注
目
と
保
存
運
動 

近
世
文
書
が
古
文
書
（
古
文
書
学
）
と
し
て
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は

戦
後
の
こ
と
で
あ
る
９

。
戦
後
の
農
地
改
革
に
よ
り
、
江
戸
時
代
以
来
の
旧
家
の
社

会
的
地
位
に
大
き
な
変
動
が
起
こ
り
、
そ
れ
に
伴
い
近
世
文
書
の
散
佚
・
消
滅
が

激
し
く
な
っ
た
。
昭
和
二
三
年
（
一
九
四
八
）
に
近
世
庶
民
史
料
委
員
会
が
成
立

し
、
翌
二
四
年
に
は
近
世
庶
民
史
料
調
査
研
究
が
採
択
さ
れ
て
、
昭
和
二
七
年
（
一

九
五
二
）
ま
で
文
部
省
科
学
研
究
費
総
合
研
究
と
し
て
全
国
的
な
史
料
所
在
調
査

が
行
わ
れ
た
１
０

。
全
国
的
な
史
料
所
在
調
査
に
つ
い
て
、
豊
田
武
は
、
歴
史
史
料

の
発
見
と
保
存
に
大
き
な
役
割
を
果
し
、
国
民
の
間
に
近
世
古
文
書
の
重
要
性
を

い
た
く
認
識
さ
せ
た
１
１

と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
近
世
史
研
究
に
大
き
な
刺
激

と
な
っ
た
の
は
、地
方
史
の
編
纂
事
業
で
あ
る
。地
方
史
を
明
ら
か
に
す
る
に
は
、

地
域
的
な
個
性
的
な
記
述
を
可
能
と
す
る
よ
う
な
具
体
的
な
史
料
の
存
在
が
大
き

な
意
味
を
持
つ
。
こ
の
た
め
に
、
戦
後
の
近
世
文
書
散
佚
防
止
運
動
や
保
存
運
動

の
役
割
は
大
き
い
。
こ
の
よ
う
な
資
料
の
散
逸
・
消
滅
の
防
止
を
主
眼
に
し
て
き

た
運
動
は
、
一
九
六
〇
年
前
後
に
文
書
館
設
立
を
そ
の
中
心
課
題
と
す
る
運
動
へ

と
展
開
し
始
め
た
１
２

。 

 

（
２
）
埼
玉
県
立
文
書
館
に
お
け
る
古
文
書
講
座
の
歴
史 

埼
玉
県
立
文
書
館
（
以
下
、
当
館
）
の
古
文
書
講
座
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
、

昭
和
三
八
年
（
一
九
六
三
）
に
近
世
史
料
講
習
会
を
県
立
浦
和
図
書
館
で
開
催
し

た
こ
と
に
始
ま
る
。
同
年
は
、
埼
玉
県
総
合
振
興
計
画
に
文
書
館
構
想
が
盛
り
込

ま
れ
た
年
で
あ
っ
た
。
当
館
は
ま
だ
設
置
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
図
書
館
で
開
催

し
た
古
文
書
講
座
で
あ
る
。
な
お
、
文
書
館
は
、
昭
和
四
四
年
（
一
九
六
九
）
に

県
立
図
書
館
内
の
一
課
と
し
て
設
置
さ
れ
、
昭
和
五
〇
年
（
一
九
七
五
）
に
教
育

局
所
属
の
教
育
機
関
と
し
て
条
例
設
置
に
よ
り
独
立
し
た
１
３

。
そ
の
後
、
昭
和
五

八
年
（
一
九
八
三
）
に
は
、
当
館
が
独
立
館
と
な
り
、
平
成
二
九
年
度
か
ら
平
成

三
〇
年
度
の
大
規
模
改
修
を
経
て
、
現
在
に
至
る
。 

近
世
史
料
講
習
会
の
目
的
は
、
古
文
書
に
つ
い
て
の
基
礎
知
識
と
古
文
書
の
読

解
力
を
身
に
つ
け
て
も
ら
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
古
文
書
が
読
め
る
と
い
う

喜
び
を
味
わ
っ
て
い
く
中
で
、
よ
り
一
層
の
興
味
・
関
心
が
高
ま
り
、
郷
土
埼
玉

の
歴
史
と
近
世
史
料
（
古
文
書
）
の
重
要
性
や
文
書
館
の
果
た
し
て
い
る
役
割
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
に
あ
る
。
受
講
対
象
は
当
初
は
県
内
教
員
の

み
と
し
て
い
た
が
、
後
に
広
く
県
民
に
古
文
書
に
接
す
る
機
会
と
場
を
提
供
し
て

い
る
１
４

。
講
師
は
埼
玉
大
学
小
野
文
雄
教
授
１
５

を
中
心
に
し
て
、
文
書
館
古
文
書

課
職
員
が
担
当
し
た
。
日
程
は
、
毎
年
七
月
下
旬
に
二
日
間
、
県
内
各
地
（
浦
和
・

熊
谷
・
越
谷
・
秩
父
・
大
宮
・
川
越
・
春
日
部
な
ど
）
を
巡
回
し
て
い
た
。
近
世

史
料
講
習
会
は
平
成
四
年
度
ま
で
実
施
し
、
平
成
五
年
度
か
ら
は
古
文
書
解
読
講

習
会
と
名
称
を
変
更
し
て
、
明
治
期
行
政
文
書
も
講
座
で
扱
う
よ
う
に
な
っ
た
１
６

。 

昭
和
五
八
年
（
一
九
八
三
）
に
当
館
が
独
立
館
と
な
っ
て
以
降
は
、
年
四
回
（
入

門
コ
ー
ス
、
初
級
コ
ー
ス
、
中
級
コ
ー
ス
、
上
級
コ
ー
ス
）
で
各
二
日
間
の
グ
レ

ー
ド
別
の
講
座
を
開
催
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
名
称
の
変
遷
は
あ
る
が
、
平
成
二

〇
年
代
に
は
、
入
門
編
（
は
じ
め
て
の
古
文
書
）
、
初
級
編
、
解
読
講
習
会
、
中
級

編
の
四
回
を
実
施
し
て
い
た
。
平
成
二
九
年
度
（
二
〇
一
七
）・
平
成
三
〇
年
度
（
二

〇
一
八
）
の
大
規
模
改
修
中
は
、
埼
玉
会
館
、
埼
玉
県
県
民
健
康
セ
ン
タ
ー
、
県

立
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館
、
県
立
熊
谷
図
書
館
、
熊
谷
市
立
熊
谷
図
書
館
な
ど
を

会
場
と
し
て
古
文
書
講
座
を
実
施
し
た
。
令
和
四
年
度
（
二
〇
二
二
）
は
、
初
学

者
を
中
心
と
し
た
講
座
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
入
門
編
（
春
季
・
冬
季
の
各
三
日
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間
）
、
解
読
講
習
会
（
夏
季
の
一
日
）
の
二
種
類
を
実
施
し
た
。
講
師
は
古
文
書
担

当
を
中
心
と
し
た
文
書
館
職
員
が
務
め
て
い
る
。 

 

二 

古
文
書
講
座
で
扱
う
内
容 

（
１
）
文
書
館
は
ど
の
よ
う
な
施
設
で
あ
る
か 

 

文
書
館
の
古
文
書
講
座
は
、ひ
た
す
ら
文
字
を
読
む
だ
け
で
は
な
い
。ま
ず
は
、

文
書
館
と
は
ど
の
よ
う
な
施
設
な
の
か
を
受
講
者
に
説
明
し
て
い
る
。
具
体
的
に

は
、
図
書
館
と
博
物
館
と
の
違
い
で
あ
る
。
一
点
目
は
、
図
書
館
は
刊
行
物
等
の

二
次
資
料
を
主
に
扱
う
の
に
対
し
て
、
文
書
館
は
こ
の
世
に
一
点
し
か
な
い
一
次

資
料
（
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
原
資
料
）
を
扱
う
施
設
で
あ
る
こ
と
。
二
点
目
は
、
古
文

書
は
「
○
○
家
文
書
」、
行
政
文
書
は
「
○
○
課
移
管
文
書
」
と
い
う
よ
う
に
文
書

群
単
位
、
出
所
別
に
資
料
を
扱
い
整
理
・
公
開
を
し
て
い
る
こ
と
。
こ
れ
は
、「
現

秩
序
尊
重
の
原
則
」
、「
出
所
原
則
」
と
も
言
い
、
資
料
群
ご
と
に
取
り
扱
う
こ
と

が
特
徴
で
あ
る
。
三
点
目
は
、
自
治
体
や
学
校
、
会
社
、
団
体
な
ど
の
組
織
が
自

ら
作
成
し
た
文
書
や
記
録
を
広
く
み
ん
な
の
た
め
に
、
未
来
ま
で
保
存
・
公
開
す

る
施
設
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
１
７

。 

文
書
館
施
設
の
性
格
を
押
さ
え
た
う
え
で
、
館
の
基
幹
業
務
、
収
蔵
資
料
（
古

文
書
、
行
政
文
書
、
地
図
資
料
、
県
史
編
さ
ん
資
料
、
参
考
図
書
）、
展
示
、
教
育

普
及
な
ど
、
館
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
て
い
る
。
大
規
模
改
修
以
前
は
、
入
門
編

の
講
座
で
は
、
古
文
書
を
保
管
し
て
い
る
保
存
庫
見
学
を
行
っ
て
い
た
時
期
も
あ

っ
た
。
古
文
書
は
一
点
一
点
を
中
性
紙
封
筒
に
入
れ
、
中
性
紙
箱
で
保
管
し
て
い

る
こ
と
、
ま
た
、
中
性
紙
箱
に
防
虫
剤
を
入
れ
て
虫
害
か
ら
守
っ
て
い
る
こ
と
、

保
存
庫
に
入
る
際
は
、外
履
き
か
ら
保
存
庫
用
の
ス
リ
ッ
パ
に
履
き
替
え
る
な
ど
、

Ｉ
Ｐ
Ｍ
（
総
合
的
有
害
生
物
管
理
）
の
説
明
も
併
せ
て
行
っ
て
い
た
。 

（
２
）
講
座
の
流
れ 

 

受
付
時
に
受
講
者
に
、
テ
キ
ス
ト
（
古
文
書
写
真
版
）、
解
説
、
解
答
を
配
布
す

る
。
受
講
者
の
机
上
に
置
い
て
お
く
場
合
も
あ
る
。
講
座
が
始
ま
る
と
、
最
初
に

取
り
上
げ
る
テ
ー
マ
の
説
明
を
す
る
。
「
年
貢
」
「
鷹
場
」「
宿
場
と
街
道
」
「
大
名

の
借
用
証
文
」「
高
札
」
な
ど
、
講
師
が
設
定
し
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
簡
単
な
説
明

を
す
る
。
村
に
関
す
る
テ
ー
マ
で
あ
れ
ば
、「
江
戸
時
代
に
お
け
る
全
国
の
村
は
い

く
つ
あ
っ
た
か
？
」
１
８

な
ど
簡
単
な
ク
イ
ズ
か
ら
始
め
る
こ
と
も
あ
る
。
三
択

（
Ａ
：
約
一
万
三
〇
〇
〇
村
、
Ｂ
：
約
六
万
三
〇
〇
〇
村
、
Ｃ
：
約
一
〇
万
三
〇

〇
〇
村
）
に
し
て
受
講
者
に
挙
手
を
し
て
も
ら
う
。
正
解
を
知
っ
て
い
る
人
は
少

な
い
と
思
わ
れ
る
内
容
で
あ
る
た
め
、
受
講
者
の
方
々
は
勘
を
頼
り
に
挙
手
を
す

る
。
正
解
を
発
表
す
る
と
、
正
解
し
て
ニ
コ
ニ
コ
し
て
い
る
人
、
不
正
解
で
も
「
そ

う
な
ん
だ
」
と
納
得
さ
れ
る
人
な
ど
が
お
り
、
会
場
の
雰
囲
気
を
和
ま
す
効
果
が

あ
る
。
そ
の
後
、
使
用
す
る
古
文
書
の
説
明
を
す
る
。
○
○
家
文
書
は
、
県
内
の

○
○
地
域
の
旧
家
に
伝
来
す
る
文
書
で
、江
戸
時
代
は
名
主
を
務
め
た
家
で
あ
る
。

全
部
で
○
○
点
あ
り
、
主
に
年
貢
関
係
、
村
政
に
関
す
る
文
書
が
多
い
な
ど
、
文

書
群
の
説
明
を
す
る
。
ま
た
、
村
高
や
支
配
体
制
（
幕
府
領
・
藩
領
・
旗
本
領
な

ど
）
な
ど
基
本
的
な
情
報
を
示
す
。
導
入
の
部
分
が
長
く
な
ら
な
い
よ
う
、
か
つ

必
要
な
情
報
は
押
さ
え
る
よ
う
に
注
意
し
て
い
る
。 

そ
の
後
、
一
行
目
か
ら
読
み
進
め
て
い
く
。
一
行
ず
つ
読
み
上
げ
、
頻
出
す
る

文
字
や
古
文
書
特
有
の
読
み
方
な
ど
を
解
説
す
る
。
筆
者
は
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に

板
書
し
て
解
説
を
行
っ
て
い
る
。 

表
題
、
頻
出
文
字
、
返
読
文
字
、
文
末
表
現
、
差
出
、
宛
所
、
作
成
年
月
日
、

尊
敬
表
現
（
闕
字
、
平
出
な
ど
）
、
変
体
仮
名
、
漢
数
字
、
度
量
衡
、
貨
幣
、
単
位
、

人
名
、
干
支
、
方
位
、
時
刻
、
地
名
、
旧
国
名
、
藩
名
、
大
名
、
武
家
官
位
な
ど
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で
あ
る
。
貨
幣
で
あ
れ
ば
、
金
は
両
・
分
・
朱
、
銀
は
貫
・
匁
（
目
）・
分
・
厘
・

毛
、
銭
は
貫
・
文
を
説
明
す
る
。
長
さ
の
単
位
で
あ
れ
ば
、
一
町
＝
三
六
町
、
一

町
＝
六
〇
間
、
一
間
＝
六
尺
、
面
積
の
単
位
で
あ
れ
ば
、
一
町
＝
一
〇
反
、
一
反

＝
一
〇
畝
、
一
畝
＝
三
〇
歩
を
説
明
す
る
。 

ま
た
、
漢
字
の
崩
し
方
も
書
く
よ
う
に
し
て
い
る
。
文
字
が
崩
れ
て
い
く
過
程

を
書
い
て
、
テ
キ
ス
ト
の
文
字
は
こ
の
段
階
に
該
当
す
る
旨
を
説
明
し
て
い
る
。

筆
者
は
、
手
で
書
い
て
示
し
て
い
く
こ
と
を
大
事
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
く
ず
し

字
が
似
て
い
る
漢
字
も
取
り
上
げ
る
。
例
え
ば
、
「
高
」
の
文
字
が
出
て
き
た
ら
、

「
馬
」・
「
亭
」
の
文
字
も
補
足
し
て
、
追
加
で
覚
え
て
も
ら
う
よ
う
に
配
慮
し
て

い
る
。
用
語
で
は
、
「
有
之
」
が
出
て
き
た
ら
、「
在
之
」
の
表
記
も
あ
る
こ
と
、

反
対
の
意
味
の
用
語
と
し
て
、「
無
之
」
が
あ
る
こ
と
を
補
足
し
て
い
る
。 

 

（
３
）
学
習
方
法 

古
文
書
を
読
め
る
よ
う
に
な
り
た
い
人
は
多
く
い
る
が
、
上
達
す
る
ま
で
に
時

間
が
か
か
り
難
し
い
と
感
じ
て
い
る
人
は
多
い
。
講
座
（
入
門
者
向
け
）
の
中
で
、

学
習
の
ス
テ
ッ
プ
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
る
。 

 ①
翻
刻
す
る 

 

翻
刻
と
は
、
く
ず
し
字
で
書
か
れ
て
い
る
古
文
書
を
活
字
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

翻
刻
は
、
原
稿
用
紙
に
書
く
こ
と
を
勧
め
て
い
る
。
解
読
で
き
た
文
字
か
ら
埋
め

て
い
き
、
分
か
ら
な
い
文
字
は
空
欄
に
し
て
お
く
。
古
文
書
が
書
か
れ
て
い
る
通

り
に
、
原
稿
用
紙
に
記
入
し
て
い
く
。 

翻
刻
す
る
時
は
、『
く
ず
し
字
辞
典
』
１
９

を
利
用
す
る
。
何
の
字
で
あ
る
か
、
見

当
が
つ
く
時
は
、音
訓
索
引
を
使
っ
て
そ
の
字
を
引
い
て
確
認
す
る
。
く
ず
し
方
、

熟
語
な
ど
の
用
例
も
確
認
し
て
み
る
。
部
首
が
何
と
な
く
予
想
が
つ
く
時
は
、
部

首
索
引
を
使
っ
て
引
い
て
み
る
。
ま
た
、「
編
・
旁
等
の
く
ず
し
」
を
う
ま
く
使
え

ば
、
編
な
ど
の
く
ず
し
を
眺
め
な
が
ら
、「
糸
へ
ん
だ
」
と
探
す
こ
と
が
で
き
て
効

率
が
よ
い
。
一
つ
の
文
字
は
読
め
る
け
れ
ど
、
上
（
下
）
の
字
が
読
め
な
い
時
は
、

読
め
る
字
を
引
い
て
、
用
例
の
中
か
ら
該
当
し
そ
う
な
熟
語
を
探
し
て
み
る
。
基

本
的
な
熟
語
な
ら
見
つ
か
る
こ
と
が
多
い
。
ま
っ
た
く
見
当
が
つ
か
な
い
時
は
、

辞
書
の
最
初
か
ら
一
頁
ず
つ
地
道
に
探
し
て
み
る
。
時
間
は
か
か
る
が
、
勘
に
頼

っ
て
片
っ
端
か
ら
引
く
こ
と
も
あ
る
。 

 ②
読
み
下
し
が
で
き
る
よ
う
に
な
る 

 

翻
刻
が
で
き
た
ら
、
読
み
上
げ
て
み
る
。
古
文
書
特
有
の
表
現
、
返
読
文
字
、

返
り
点
な
ど
、
書
い
て
あ
る
順
番
に
読
ま
な
い
場
合
も
あ
る
。
最
初
は
読
む
こ
と

に
慣
れ
な
い
が
、
多
く
の
表
現
を
学
習
す
る
と
慣
れ
て
く
る
。 

 

③
書
い
て
あ
る
内
容
を
理
解
す
る 

 

翻
刻
が
で
き
て
、
読
み
下
し
が
で
き
た
ら
、
次
は
、
内
容
理
解
で
あ
る
。
各
種

辞
典
等
を
駆
使
し
て
調
べ
て
い
く
。
語
句
の
意
味
は
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
２
０

や

『
大
漢
和
辞
典
』
２
１

、
地
名
は
『
地
名
辞
典
』
２
２

、
歴
史
用
語
は
『
国
史
大
辞
典
』

２
３

な
ど
が
便
利
で
あ
る
。
さ
ら
に
詳
し
く
調
べ
る
に
は
、
幕
府
正
史
、
幕
府
法
令
、

大
名
・
幕
臣
の
履
歴
、
藩
、
江
戸
、
農
村
に
関
す
る
資
料
に
あ
た
る
。
地
域
が
特

定
で
き
て
い
れ
ば
、
自
治
体
史
を
読
む
こ
と
も
有
効
で
あ
る
。
ま
た
、
時
代
背
景

や
地
域
的
特
性
や
他
地
域
と
の
差
異
、
○
○
年
間
と
い
う
時
代
ま
で
理
解
を
深
め

る
た
め
に
は
、
学
術
論
文
や
関
連
す
る
文
献
を
読
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
講
座

で
は
、
レ
ジ
ュ
メ
に
参
考
文
献
を
示
し
て
、
講
座
後
に
当
館
や
図
書
館
な
ど
で
利
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用
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
必
要
で
あ
れ
ば
、
レ
ジ
ュ
メ
で
資
料
を
引
用
す
る

場
合
も
あ
る
。 

 

④
講
師
の
経
験
を
伝
え
る 

講
座
の
中
で
、
筆
者
自
身
の
経
験
を
お
話
し
す
る
こ
と
が
あ
る
。
最
初
は
読
め

な
い
一
文
字
の
た
め
に
多
く
の
時
間
を
必
要
と
し
た
こ
と
、部
首
だ
け
分
か
れ
ば
、

く
ず
し
字
事
典
の
該
当
部
首
の
ペ
ー
ジ
を
ひ
た
す
ら
調
べ
た
こ
と
、
間
違
え
た
文

字
を
ノ
ー
ト
に
書
い
て
復
習
し
た
こ
と
な
ど
を
話
し
て
い
る
。 

次
に
、
古
文
書
の
学
習
に
慣
れ
て
き
た
ら
、
古
文
書
講
座
の
テ
キ
ス
ト
や
実
際

の
古
文
書
を
数
多
く
読
み
込
み
、
学
習
者
自
身
が
様
々
な
語
句
・
用
語
、
言
い
回

し
な
ど
を
蓄
積
し
て
い
く
。
た
だ
し
、
古
文
書
を
読
み
っ
ぱ
な
し
だ
け
で
は
上
達

は
し
な
い
。
読
め
な
か
っ
た
文
字
に
つ
い
て
は
辞
典
を
引
い
て
確
認
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
読
め
な
い
文
字
は
、
違
う
古
文
書
を
読
ん
で
も
引
っ
か
か

る
こ
と
が
多
い
。
何
回
も
復
習
を
す
る
と
間
違
え
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
こ

れ
は
、
古
文
書
学
習
や
輪
読
会
な
ど
で
も
有
効
で
あ
る
２
４

。 

 

（
４
）
古
文
書
の
原
本
を
見
せ
る 

 

講
座
で
は
、
古
文
書
の
写
真
を
印
刷
し
た
も
の
を
資
料
と
し
て
配
布
し
て
い
る
。

写
真
版
だ
と
、
実
際
の
古
文
書
の
大
き
さ
、
折
り
目
、
虫
損
、
紙
の
色
、
紙
質
な

ど
が
分
か
ら
な
い
た
め
、
講
座
の
最
後
に
原
本
を
見
せ
る
時
が
あ
る
。
実
際
の
古

文
書
を
目
の
前
に
す
る
と
、
意
外
と
サ
イ
ズ
が
大
き
い
、
和
紙
の
厚
み
、
墨
で
書

か
れ
た
文
字
は
し
っ
か
り
し
て
い
る
、
印
影
は
黒
い
（
朱
肉
を
使
用
し
て
い
な
い
）

こ
と
な
ど
の
感
想
が
聞
こ
え
る
。
ま
た
、
折
り
畳
ん
で
い
る
証
文
な
ど
を
開
く
と
、

虫
損
箇
所
が
等
間
隔
に
出
現
す
る
の
で
、
そ
の
こ
と
を
説
明
す
る
と
、
面
白
く
聞

い
て
頂
け
る
。
文
書
館
で
開
催
す
る
古
文
書
講
座
で
あ
る
た
め
、
原
本
を
見
て
も

ら
う
こ
と
も
意
味
が
あ
る
こ
と
と
考
え
る
。
そ
の
他
、
企
画
展
や
常
設
展
で
展
示

し
て
い
る
資
料
を
講
座
の
資
料
と
し
て
使
う
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
場
合
は
、
展
示

室
に
て
講
座
資
料
の
原
本
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
案
内
し
て
い
る
。 

 

三 

担
当
し
た
古
文
書
講
座
の
概
要 

 

当
館
の
古
文
書
講
座
で
筆
者
が
行
っ
た
講
義
の
中
か
ら
、
取
り
上
げ
た
テ
ー
マ

及
び
概
要
を
紹
介
す
る
。 

（
１
）
高
札 

高
札
と
は
、
法
を
一
般
庶
民
に
公
示
し
、
そ
の
趣
旨
の
周
知
徹
底
を
は
か
る
手

段
と
し
て
、
法
令
や
禁
令
な
ど
を
板
札
に
墨
で
書
き
入
れ
、
人
目
に
付
き
や
す
い

場
所
に
掲
示
し
た
も
の
で
あ
る
。 

講
座
で
は
、「
神
流
川
無
賃
渡
高
札
」（
戸
谷
家
文
書
八
〇
六
五
）
２
５

、「
定
（
切

支
丹
高
札
写
）
」（
小
島
（
栄
）
家
文
書
一
二
六
二
）
２
６

を
使
用
し
た
。「
神
流
川
無

賃
渡
高
札
」
は
、
本
庄
宿
の
高
札
場
に
掲
げ
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
中
山
道
の

「
神
流
川
の
渡
し
」
に
立
て
ら
れ
て
い
た
。
安
永
年
間
（
一
七
七
二
～
八
〇
）
に

本
庄
宿
の
戸
谷
三
右
衛
門
が
費
用
を
出
し
て
、
長
さ
三
〇
間
（
約
五
四
ｍ
）
、
幅
二

間
（
約
三
・
六
ｍ
）
の
土
橋
を
架
け
た
も
の
で
あ
る
。
万
一
、
出
水
で
橋
が
流
さ

れ
た
時
は
、
渡
し
船
を
使
う
こ
と
と
し
、
そ
の
渡
し
賃
は
無
賃
と
す
る
こ
と
が
書

か
れ
て
い
る
。
キ
リ
シ
タ
ン
訴
人
制
札
は
、
江
戸
幕
府
が
キ
リ
シ
タ
ン
の
宣
教
師
・

信
徒
を
検
挙
す
る
た
め
、
密
告
者
に
賞
金
を
与
え
る
旨
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

高
札
に
係
れ
て
い
る
文
字
数
が
少
な
い
た
め
無
理
な
く
解
読
が
で
き
、
内
容
も
丁

寧
に
解
説
で
き
る
利
点
が
あ
る
。 
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（
２
）
御
用
鰻 

講
座
で
は
、「
紀
州
鷹
場
御
用
（
御
用
鰻
）」（
会
田
家
文
書
五
四
七
三
）
２
７

を
使

用
し
た
。
紀
州
御
鷹
場
内
の
大
門
宿
か
ら
江
戸
赤
坂
の
紀
州
御
屋
敷
ま
で
飛
脚
を

遣
わ
し
た
。
万
が
一
、
道
中
で
障
り
が
出
た
場
合
は
、
そ
の
場
所
で
差
し
支
え
が

な
い
よ
う
、
よ
ろ
し
く
取
り
計
ら
う
よ
う
に
お
願
い
す
る
。
紀
州
家
鳥
見
の
会
田

平
左
衛
門
か
ら
大
門
宿
か
ら
江
戸
赤
坂
ま
で
の
宿
村
町
の
役
人
へ
出
し
た
と
い
う

内
容
で
あ
る
。
紀
州
鷹
場
と
、
紀
州
藩
主
が
御
用
鰻
を
取
り
寄
せ
て
い
た
こ
と
を

紹
介
し
た
。
ま
た
、
紀
州
徳
川
家
の
江
戸
屋
敷
に
つ
い
て
も
表
に
ま
と
め
て
、
上
・

中
・
下
屋
敷
を
は
じ
め
、
抱
屋
敷
な
ど
多
数
所
持
し
て
い
た
こ
と
、
屋
敷
の
坪
数

を
示
し
て
江
戸
赤
坂
の
中
屋
敷
は
一
三
万
坪
を
超
え
る
広
さ
で
あ
っ
た
こ
と
を
説

明
し
た
。 

 

（
３
）
大
名
の
借
金
証
文 

 

導
入
部
分
で
は
、
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
あ
さ
が
来
た
」（
二
〇
一
五
年
）
で
、
両

替
商
の
加
野
屋
が
大
名
に
金
を
貸
す
シ
ー
ン
や
、
主
人
公
の
あ
さ
が
大
名
の
貸
金

回
収
を
す
る
シ
ー
ン
に
触
れ
た
。
ま
た
、
映
画
「
殿
、
利
息
で
ご
ざ
る
！
」（
二
〇

一
六
年
）
で
、
仙
台
藩
吉
岡
宿
の
十
三
郎
が
、
藩
に
大
金
を
貸
し
付
け
、
利
息
を

巻
き
上
げ
て
宿
場
を
復
興
す
る
こ
と
を
思
い
つ
い
た
こ
と
を
紹
介
し
た
。 

 

講
座
で
は
、
「
借
用
申
金
子
之
事
」（
戸
谷
家
文
書
一
〇
二
〇
）
を
使
用
し
た
。

文
化
一
四
年
（
一
八
一
七
）
に
柳
河
藩
立
花
鑑
寿
が
財
政
事
情
に
よ
り
大
和
屋
利

右
衛
門
よ
り
金
二
〇
〇
〇
両
を
借
用
し
た
。
返
済
に
つ
い
て
は
、
文
化
一
五
年
三

月
二
〇
日
に
限
り
利
息
は
金
一
〇
〇
両
に
つ
き
月
一
両
を
加
え
て
、
元
利
と
も
必

ず
返
済
す
る
こ
と
。
こ
の
金
は
外
向
か
ら
当
方
で
預
か
っ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、

如
何
な
る
場
合
も
遅
滞
な
く
返
済
す
る
こ
と
。
後
日
の
た
め
証
文
を
出
す
と
い
う

内
容
で
あ
っ
た
。
本
庄
宿
戸
谷
家
、
柳
河
藩
立
花
家
、
大
名
（
藩
）
の
財
政
事
情

に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
。
早
い
藩
で
は
、
江
戸
時
代
初
期
に
は
藩
財
政
の
窮
乏

が
見
ら
れ
、
一
八
世
紀
（
特
に
享
保
期
以
降
）
に
は
、
ど
の
藩
も
財
政
窮
乏
が
深

刻
さ
を
増
す
。
幕
府
か
ら
臨
時
課
役
（
参
勤
・
上
洛
御
供
、
普
請
手
伝
な
ど
）
が

あ
る
と
財
政
を
圧
迫
し
た
。
藩
の
収
入
は
毎
年
秋
の
貢
租
米
に
ほ
ぼ
限
定
さ
れ
て

い
た
が
支
出
は
年
間
を
通
し
て
発
生
す
る
。
米
の
収
穫
は
年
ご
と
に
違
う
た
め
、

毎
年
一
定
の
収
穫
が
保
障
さ
れ
な
い
。
そ
の
た
め
、
諸
藩
は
、
財
政
窮
乏
の
打
開

策
と
し
て
、
倹
約
、
半
知
、
専
売
制
、
藩
札
発
行
、
年
貢
先
納
、
農
村
復
興
、
人

員
整
理
、
商
人
か
ら
の
借
金
（
借
銀
）
な
ど
を
行
う
。
大
名
（
藩
）
は
大
名
貸
商

人
か
ら
の
債
務
を
構
造
的
に
組
み
込
ま
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
借
金

年
貢
米

廻
米
（
年
貢
米
換
金
）

借
金
返
済
と
い
う
循
環
関
係
と
な
っ
た
。 

語
句
説
明
は
、「
勝
手
向
」
、「
要
用
」、「
文
字
小
判
」
、「
差
加
」
、「
左
近
将
監
」
、

「
一
札
」
、「
為
後
日
」
な
ど
を
取
り
上
げ
た
。 

 

（
４
）
中
山
道
の
姫
君
通
行 

講
座
で
は
、「
寿
明
君
様
御
通
輿
又
諸
御
書
扣
」（
諸
井
（
三
）
家
文
書
八
〇
一
）

２
８

を
使
用
し
た
。
将
軍
徳
川
家
定
の
二
番
目
の
正
室
で
あ
る
一
条
秀
子
（
寿
明
君
）

が
嫁
ぐ
際
に
中
山
道
を
通
行
し
た
際
の
文
書
で
あ
る
。
道
筋
に
お
け
る
儀
礼
的
な

行
為
（
町
並
整
備
、
掃
除
、
出
迎
え
、
拝
見
作
法
、
夜
の
作
法
、
鳴
物
、
商
売
、

防
火
体
制
）
の
解
説
を
行
っ
た
。
な
お
、
寿
明
君
が
逝
去
し
た
後
に
、
天
璋
院
篤

姫
が
正
室
と
な
っ
た
。 

「
兼
而
」
、「
罷
」、
「
以
」
、「
間
敷
」、
「
決
而
」、
「
縦
令
」、「
為
後
証
」
な
ど
の
語

句
解
説
を
行
っ
た
。 
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（
５
）
田
沼
意
次
の
失
脚 

 
導
入
部
分
で
は
、
田
沼
意
次
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
受
講
者
へ
問
い
か
け
て
、

賄
賂
政
治
、
株
仲
間
公
認
、
蝦
夷
地
開
発
な
ど
が
あ
る
こ
と
に
触
れ
た
。 

 

講
座
で
は
、
「
田
沼
主
殿
頭
江
被 

仰
渡
御
書
并
不
正
之
ケ
條
書
写
」（
足
立
家

文
書
一
三
三
）
２
９

を
使
用
し
た
。
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
一
〇
月
二
日
に
江
戸

城
内
に
お
い
て
田
沼
意
次
へ
言
い
渡
し
た
処
分
内
容
に
関
す
る
文
書
で
あ
る
。
田

沼
意
次
は
在
職
中
に
不
正
を
働
い
て
い
た
た
め
、
将
軍
家
斉
の
知
る
と
こ
ろ
に
な

り
、
非
難
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
お
考
え
を
示
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
、
相
良

城
は
没
収
と
す
る
。
嫡
孫
の
竜
助
（
田
沼
意
明
）
に
新
規
一
万
石
を
与
え
る
。
意

次
は
下
屋
敷
で
蟄
居
と
す
る
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。 

 

内
容
要
約
を
す
る
と
次
の
三
点
と
な
る
。 

① 

所
領
二
万
七
〇
〇
〇
石
と
相
良
城
を
没
収
。

 

後
に
破
却
さ
れ
る
。 

② 

意
次
は
隠
居
し
て
下
屋
敷
で
蟄
居
・
謹
慎
と
す
る
。

 

翌
年
に
死
去
す
る
。 

③ 

嫡
孫
の
竜
助
に
新
規
に
一
万
石
を
与
え
る
。

大
名
家
と
し
て
存
続
は
許
可
。 

田
沼
意
次
の
関
係
図
を
示
し
て
、
意
次
の
子
と
婚
姻
関
係
・
養
子
関
係
が
あ
っ

た
大
名
・
旗
本
が
多
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、
随
筆
や
狂
歌
、
黄
表
紙

に
書
か
れ
る
田
沼
家
を
紹
介
し
て
、
松
平
定
信
の
台
頭
に
よ
り
田
沼
意
次
は
失
脚

し
、
田
沼
政
治
は
否
定
さ
れ
た
こ
と
解
説
し
た
。 

文
書
中
に
登
場
す
る
人
物
説
明
を
説
明
し
て
、「
下
屋
鋪
」
、「
黒
書
院
」
、「
溜
之

間
」
、「
畢
而
」
、「
不
埒
」
な
ど
の
語
句
解
説
を
行
っ
た
。 

使
用
し
た
文
書
は
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
人
々
は
田
沼

意
次
失
脚
に
つ
い
て
情
報
を
収
集
し
て
、
書
き
写
し
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
そ

の
文
書
が
栗
橋
関
所
番
士
で
あ
る
足
立
家
に
残
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

受
講
者
か
ら
は
、
県
内
の
古
文
書
に
田
沼
意
次
に
関
す
る
も
の
が
あ
っ
た
と
は

知
ら
な
か
っ
た
な
ど
の
感
想
を
頂
い
た
。
ま
た
、
県
外
に
お
住
い
の
方
か
ら
問
い

合
わ
せ
が
あ
り
、
実
際
に
閲
覧
の
た
め
に
来
館
さ
れ
て
、
非
常
に
感
激
さ
れ
た
。 

そ
の
他
、
桜
田
門
外
の
変
で
井
伊
直
弼
が
暗
殺
さ
れ
た
こ
と
を
書
き
留
め
た
文

書
な
ど
歴
史
上
の
人
物
を
取
り
上
げ
た
講
座
や
、
検
地
帳
、
年
貢
割
付
状
、
鷹
場

に
関
す
る
文
書
を
読
む
な
ど
、
村
に
関
す
る
内
容
を
取
り
上
げ
た
講
座
な
ど
も
行

っ
た
。
女
大
学
な
ど
変
体
仮
名
が
多
い
文
書
を
取
り
上
げ
た
こ
と
も
あ
る
。
受
講

者
が
知
っ
て
い
る
人
物
や
、
地
方
文
書
の
基
本
的
な
内
容
を
テ
キ
ス
ト
に
す
る
よ

う
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
テ
レ
ビ
番
組
や
一
般
の
方
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ

た
内
容
か
ら
、
テ
ー
マ
設
定
を
す
る
こ
と
も
あ
る
。 

 

四 

古
文
書
講
座
受
講
を
契
機
に
利
用
者
の
裾
野
を
広
げ
る 

（
１
）
文
書
館
の
利
用 

文
書
館
で
は
、
古
文
書
講
座
を
実
施
し
て
、
講
座
の
受
講
に
留
ま
ら
ず
利
用
者

と
し
て
も
来
館
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
講
座
で
は
、
閲
覧
室
に
て
古
文

書
の
原
本
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
案
内
し
て
い
る
。
ま
た
、
調
べ
も
の
を

す
る
た
め
の
各
種
辞
典
、
関
係
資
料
、
学
術
雑
誌
、
文
献
、
自
治
体
史
な
ど
も
揃

っ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
実
際
に
、
講
座
の
受
講
者
が
利
用
者
と
し
て
来

館
さ
れ
て
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
を
受
け
る
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、
大
石
学
監
修
『
古

文
書
解
読
事
典
』
に
も
利
用
方
法
が
触
れ
ら
れ
て
い
る
３
０

。 

 
（
２
）
古
文
書
に
関
す
る
相
談 

 

古
文
書
講
座
の
受
講
者
の
中
に
は
、
自
宅
に
古
文
書
を
所
有
さ
れ
て
い
る
人
も

い
る
。
講
座
後
の
受
講
者
と
の
会
話
の
中
で
判
明
す
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
際
、

古
文
書
に
関
す
る
相
談
を
受
け
る
こ
と
が
あ
る
。 
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一
点
目
は
、
古
文
書
の
保
管
方
法
に
つ
い
て
の
相
談
で
あ
る
。
温
湿
度
に
注
意

し
て
、
収
納
し
て
い
る
容
器
に
防
虫
剤
を
入
れ
る
こ
と
を
勧
め
て
い
る
３
１

。 
二
点
目
は
、
自
宅
で
の
保
管
が
難
し
く
、
寄
託
・
寄
贈
な
ど
を
検
討
し
て
い
る

と
い
う
相
談
で
あ
る
。
古
文
書
に
よ
っ
て
は
、
地
元
自
治
体
で
保
存
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
の
で
、
ま
ず
は
地
元
自
治
体
（
文
化
財
担
当
、
博
物
館
、
資
料
館
な
ど
）

に
相
談
を
し
て
も
ら
う
よ
う
に
お
願
い
し
て
い
る
。
ま
た
、
古
文
書
講
座
の
受
講

を
き
っ
か
け
に
、
自
宅
で
保
管
し
て
い
る
文
書
の
寄
贈
に
つ
な
が
っ
た
事
例
も
あ

る
。
文
書
館
の
利
用
方
法
や
資
料
保
存
に
つ
い
て
説
明
を
し
て
、
受
講
者
が
安
心

し
て
寄
贈
で
き
る
と
判
断
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
。 

三
点
目
は
、
自
宅
保
管
の
古
文
書
に
何
が
書
い
て
あ
る
か
教
え
て
欲
し
い
と
い

う
相
談
で
あ
る
。
原
本
を
持
参
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
り
、
職
員
が
そ
の
場
で
解

読
を
す
る
こ
と
も
あ
る
。
な
お
、
古
文
書
の
解
読
に
つ
い
て
相
談
が
あ
っ
た
場
合

は
、
前
提
と
し
て
、
自
力
で
一
通
り
読
ま
れ
て
、
一
部
の
文
字
が
判
読
で
き
な
い

場
合
は
解
読
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
課
題
や
宿
題
、
白
紙
の
状
態
か

ら
全
部
を
読
む
こ
と
は
し
て
い
な
い
。
そ
の
場
合
は
、
く
ず
し
字
辞
典
や
古
文
書

学
習
の
図
書
等
を
案
内
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
古
文
書
の
鑑
定
な
ど
は
行
っ
て
い

な
い
。 

ま
た
、
当
館
寄
託
の
古
文
書
所
有
者
が
受
講
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
所
有
者
の

中
に
は
、
古
文
書
の
学
習
を
さ
れ
て
い
る
方
も
い
る
。 

 

お
わ
り
に 

文
書
館
に
お
け
る
古
文
書
講
座
の
意
義
に
つ
い
て
論
じ
て
き
た
。
論
点
と
な
る

内
容
を
以
下
に
ま
と
め
て
お
き
た
い
。 

一
点
目
は
、
館
蔵
資
料
を
テ
キ
ス
ト
に
使
用
す
る
こ
と
で
あ
る
。
文
書
館
収
蔵

の
古
文
書
を
使
用
し
、
原
本
を
見
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
紙
の
サ
イ
ズ
や
、
書
か
れ

て
い
る
文
字
、
印
影
、
虫
損
な
ど
写
真
版
の
テ
キ
ス
ト
で
は
分
か
ら
な
い
情
報
を

受
講
者
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
展
示
室
で
展
示
し
て
い
る
古
文
書
を

テ
キ
ス
ト
に
す
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
場
合
は
、
展
示
室
に
て
実
際
の
古
文
書
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
旨
を
案
内
し
て
い
る
。 

二
点
目
は
、利
用
者
と
し
て
来
館
し
て
も
ら
う
こ
と
で
あ
る
。講
座
を
通
し
て
、

古
文
書
の
閲
覧
や
、
調
べ
も
の
な
ど
で
の
利
用
が
期
待
で
き
る
。
受
講
者
の
中
に

は
、
利
用
者
と
し
て
別
の
機
会
に
来
館
さ
れ
る
方
も
存
在
す
る
。
文
書
館
が
資
料

保
存
機
関
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
も
ら
い
、
講
座
を
き
っ
か
け
に
お
住
い
の
地

域
の
歴
史
を
調
べ
た
り
、
関
心
の
あ
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
調
べ
た
り
す
る
こ
と
は
、

そ
の
後
の
学
習
に
効
果
が
出
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。 

三
点
目
は
、
古
文
書
の
所
在
情
報
や
寄
贈
・
寄
託
に
つ
な
が
る
こ
と
で
あ
る
。

受
講
者
か
ら
古
文
書
を
所
有
し
て
い
る
と
の
情
報
を
得
て
、
保
管
に
つ
い
て
の
助

言
を
す
る
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
所
有
者
の
意
向
に
よ
り
寄
贈
・
寄
託
の
相
談
が

あ
る
な
ど
貴
重
な
機
会
と
な
っ
て
い
る
。 

四
点
目
は
、
講
師
を
務
め
る
職
員
の
人
材
育
成
に
つ
な
が
る
こ
と
で
あ
る
。
講

師
は
、
受
講
者
に
分
か
り
や
す
い
説
明
を
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
講

座
の
構
成
を
考
え
る
こ
と
も
大
事
で
あ
る
。
導
入
部
分
、
古
文
書
の
解
読
、
解
説
、

ま
と
め
な
ど
時
間
配
分
を
考
え
な
が
ら
進
行
し
て
い
く
。
そ
の
他
、
講
座
の
中
で

面
白
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
、
時
代
劇
の
シ
ー
ン
に
例
え
る
な
ど
、
い
く
つ
か
話
を
準

備
し
て
お
く
と
受
講
者
も
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
他
に
も
、
話
し
方
（
抑

揚
）
、
話
す
ス
ピ
ー
ド
、
声
の
大
き
さ
な
ど
も
実
際
に
講
座
を
経
験
し
な
が
ら
磨
い

て
い
く
部
分
も
あ
る
。 

五
点
目
は
、
古
文
書
講
座
で
使
用
し
た
文
書
が
、
今
後
の
展
示
企
画
や
講
座
の
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材
料
蓄
積
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
古
文
書
講
座
で
取
り
上
げ
た
文
書
や
テ

ー
マ
が
一
度
き
り
で
終
わ
る
の
で
は
な
く
、
常
設
展
示
や
企
画
展
の
展
示
史
料
へ

つ
な
が
る
こ
と
や
、
歴
史
講
座
な
ど
の
内
容
に
も
引
き
出
し
が
増
え
る
こ
と
に
よ

り
、
学
芸
員
と
し
て
の
専
門
の
幅
が
広
が
る
も
の
と
考
え
る
。 

最
後
に
、
文
書
館
に
お
け
る
古
文
書
講
座
は
く
ず
し
字
を
解
読
す
る
だ
け
で
な

注 １ 

竹
内
誠
「
書
評 

林
英
夫
監
修
・
若
尾
俊
平
・
浅
見
恵
・
西
口
雅
子
編
『
近
世
古

文
書
解
読
字
典
』
」
（
『
古
文
書
研
究
』
第
六
号
、
一
九
七
三
年
）。 

２ 

西
村
晃
「
古
文
書
解
読
講
座
と
同
好
会
の
活
動
」（
『
広
島
県
立
文
書
館
紀
要
』
一

〇
号
、
二
〇
〇
九
年
）
。 

３ 

田
嶋
亘
「
古
文
書
解
読
講
習
会
及
び
学
習
団
体
の
実
態
調
査
（
概
要
）」
（『
双

文
』
七
、
一
九
九
〇
年
）、
田
畑
勉
「
仮
称
「
長
期
古
文
書
解
読
講
座
」
の
一
試
案
」

（『
双
文
』
一
〇
、
一
九
九
三
年
）
、
古
文
書
課
「
平
成
七
年
度
古
文
書
解
読
講
習
会

及
び
学
習
団
体
の
実
態
調
査
（
概
要
）
」
（
『
双
文
』
一
四
、
一
九
九
七
年
） 

４ 

小
松
郁
夫
「
神
奈
川
県
立
公
文
書
館
主
催
「
古
文
書
解
読
講
座
」
の
成
果
と
課

題
」（
『
神
奈
川
県
立
公
文
書
館
紀
要
』
第
二
号
、
一
九
九
九
年
）
、
同
「「
古
文
書
解

読
講
座
」
と
市
民
活
動
」（
『
神
奈
川
県
立
公
文
書
館
紀
要
』
第
三
号
、
二
〇
〇
一

年
）。 

５ 

木
本
匡
紀
「
『
古
文
書
講
座
』

経
過
と
今
後
の
展
望

」
（
『
和
歌
山
県
立
文
書

館
紀
要
』
四
号
、
一
九
九
八
年
）。 

６ 

山
本
博
文
「
近
世
古
文
書
の
読
み
方
」（
『
歴
史
評
論
』
五
一
八
号
、
一
九
九
三

年
）。 

７ 

拙
稿
「
地
域
と
古
文
書 

杉
並
区
立
郷
土
博
物
館 

み
お
つ
く
し
の
会
（
東
京
）」

（『
古
文
書
研
究
』
第
七
六
号
、
二
〇
一
三
年
）、
村
石
正
行
「
地
域
と
古
文
書 

長
野

県
立
歴
史
館
テ
ィ
ー
ン
ズ
古
文
書
講
座
」（
『
古
文
書
研
究
』
第
八
五
号
、
二
〇
一
八

年
）、
角
和
裕
子
「
地
域
と
古
文
書 

世
田
谷
区
立
郷
土
資
料
館
の
近
世
文
書
解
読
入

門
講
座
」（
『
古
文
書
研
究
』
第
八
九
号
、
二
〇
二
〇
年
）
な
ど
。 

８ 

『
博
物
館
研
究
』
五
七
編

八
（
二
〇
二
二
年
）
で
は
、
橋
本
雄
太
「
市
民
と
協

く
、
受
講
者
に
文
書
館
の
業
務
や
取
り
組
み
に
つ
い
て
理
解
し
て
頂
き
、
古
文
書

の
閲
覧
利
用
や
、
地
域
の
歴
史
な
ど
に
つ
い
て
調
べ
る
き
っ
か
け
に
な
る
と
考
え

る
。
そ
の
た
め
に
、
職
員
が
講
座
で
古
文
書
原
本
を
見
せ
た
り
、
資
料
保
存
機
関

と
し
て
の
役
割
、
利
用
方
法
を
説
明
す
る
な
ど
、
文
書
館
の
存
在
意
義
を
伝
え
る

必
要
が
あ
る
。 

働
し
て
古
文
書
資
料
を
活
用
す
る
「
み
ん
な
で
翻
刻
」
」、
豆
谷
浩
之
「
市
民
参
加
の

古
文
書
展
示

大
阪
歴
史
博
物
館
特
別
企
画
展
「
大
阪
町
め
ぐ
り
喜
連
」
の
事
例
か

ら

」
、
髙
橋
修
「
古
文
書
展
示
・
普
及
事
業
研
究
の
回
顧
と
展
望
」
、
風
間
洋
「
「
日

本
史
探
求
」
と
こ
れ
か
ら
の
博
学
連
携
」、
来
見
田
博
基
「
古
文
書
を
活
用
し
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
成
果
と
意
義

一
八
年
の
あ
ゆ
み

」
な
ど
を
収
録
す
る
。 

９ 

津
田
秀
夫
「
近
世
文
書
解
読
に
つ
い
て
」（
『
阡
陵
』
関
西
大
学
考
古
学
等
資
料
室

彙
報
、
五
巻
、
一
九
八
二
年
）
七
頁
。 

１
０ 

山
田
哲
好
「
近
世
史
料
所
在
情
報
体
系
化
試
論
」（
『
史
料
館
研
究
紀
要
』
第
一

四
号
、
一
九
八
四
年
）
。 

１
１ 

豊
田
武
「
近
世
庶
民
史
料
調
査
委
員
会
の
こ
と
」（
『
地
方
史
研
究
』
第
二
八
巻

一
号
、
一
九
七
八
年
）
五
八
～
五
九
頁
。 

１
２ 

君
塚
仁
彦
「
文
書
館
設
立
運
動
の
展
開
と
課
題
」（
『
生
活
と
文
化
』
三
号
、
豊

島
区
立
郷
土
資
料
館
、
一
九
八
八
年
）
。 

１
３ 

重
田
正
夫
「
埼
玉
県
に
お
け
る
文
書
館
活
動
の
現
況

県
立
文
書
館
の
普
及
事

業
と
市
町
村
文
書
館
へ
の
展
望
を
中
心
に
ー
」
（『
地
方
史
研
究
』
第
二
〇
二
号
、
一

九
八
六
年
）。 

１
４ 

小
暮
利
明
「
本
館
に
お
け
る
教
育
普
及
活
動

古
文
書
解
読
講
座
・
講
習
会

」（
『
文
書
館
紀
要
』
創
刊
号
、
一
九
八
五
年
）
。 

１
５ 

小
野
文
雄
教
授
は
、
埼
玉
県
史
編
纂
顧
問
な
ど
を
歴
任
さ
れ
た
。 

１
６ 
白
井
哲
哉
「
文
書
館
普
及
活
動
に
お
け
る
二
つ
の
試
み
」
（
『
文
書
館
紀
要
』
一

一
号
、
一
九
九
八
年
）
。 

１
７ 

新
井
浩
文
「
文
書
館
施
設
っ
て
な
ん
で
す
か
？

図
書
館
員
の
た
め
の
文
書
館

入
門

」（
『
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
資
料
保
存
』
第
一
〇
五
号
、
二
〇
一
三
年
） 
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１
８ 
渡
辺
尚
志
『
言
い
な
り
に
な
ら
な
い
江
戸
の
百
姓
た
ち
』（
文
学
通
信
、
二
〇
二

一
年
）
。 

１
９ 

林
英
夫
監
修
・
若
尾
俊
平
・
浅
見
恵
・
西
口
雅
子
編
『
近
世
古
文
書
解
読
字

典
』（
柏
書
房
、
一
九
七
二
年
）
、
林
英
夫
監
修
・
根
岸
茂
夫
・
佐
藤
孝
之
・
安
池
壽

幸
編
『
新
編
古
文
書
解
読
字
典
』（
柏
書
房
、
一
九
九
三
年
）、
児
玉
幸
多
編
『
く
ず

し
字
用
例
辞
典
』
（
東
京
堂
出
版
、
一
九
九
三
年
）
、
児
玉
幸
多
編
『
く
ず
し
字
解
読

辞
典
』
（
東
京
堂
出
版
、
一
九
九
三
年
）
、
大
石
学
監
修
、
太
田
尚
宏
・
中
村
大
介
編

『
古
文
書
解
読
事
典 

文
書
館
へ
い
こ
う
』
（
東
京
堂
出
版
、
一
九
九
八
年
）
な
ど
。 

２
０ 

日
本
大
辞
典
刊
行
会
編
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
小
学
館
、
二
〇
巻
二
一
冊
、
昭

和
四
七
年
（
一
九
七
二
）
～
昭
和
五
一
年
（
一
九
七
六
）
、
日
本
国
語
大
辞
典
第
二
版

編
集
委
員
会
・
小
学
館
国
語
辞
典
編
集
部
編
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版
、
小
学

館
、
全
一
三
巻
・
別
巻
、
平
成
一
二
年
（
二
〇
〇
〇
）
～
平
成
一
四
年
（
二
〇
〇

二
）。 

２
１ 

諸
橋
轍
次
著
、
鎌
田
正
修
訂
増
補
・
米
山
寅
太
郎
修
訂
増
補
『
大
漢
和
辞
典
』

大
修
館
書
店
、
全
一
五
巻
、
平
成
一
三
年
（
二
〇
〇
〇
）
。 

２
２ 

『
日
本
歴
史
地
名
体
系
』
平
凡
社
出
版
、
全
五
〇
巻
、『
角
川
日
本
地
名
大
辞

典
』
角
川
書
店
、
全
五
一
巻
。 

２
３ 

『
国
史
大
辞
典
』
吉
川
弘
文
館
、
全
一
五
巻
（
一
七
冊
）、
昭
和
五
四
年
（
一
九

七
九
）
～
平
成
九
年
（
一
九
九
七
）。 

２
４ 

拙
稿
「
地
域
と
古
文
書 

杉
並
区
立
郷
土
博
物
館 

み
お
つ
く
し
の
会
（
東
京
）」

（『
古
文
書
研
究
』
第
七
六
号
、
二
〇
一
三
年
）。 

２
５ 

戸
谷
家
文
書
は
、
児
玉
郡
本
庄
宿
に
居
を
構
え
た
戸
谷
家
の
文
書
群
。
戸
谷
家

は
、
近
世
後
期
に
江
戸
に
出
店
を
持
つ
関
東
を
代
表
す
る
豪
商
で
あ
っ
た
。
当
主
は

神
流
川
の
無
賃
渡
し
を
は
じ
め
と
す
る
数
々
の
功
績
に
よ
り
名
字
帯
刀
を
許
さ
れ
、

宿
役
人
も
勤
め
た
。
ま
た
、
三
代
目
光
寿
は
双
烏
と
称
し
た
俳
人
で
、
中
央
俳
壇
の

俳
人
達
と
盛
ん
に
交
流
し
、
地
方
俳
壇
の
興
隆
に
寄
与
し
た
。
（『
戸
谷
家
文
書
目

録
』
埼
玉
県
立
文
書
館
、
二
〇
一
三
年
）。 

２
６ 

小
島
（
栄
）
家
文
書
は
、
①
米
島
村
の
名
主
文
書
群
で
、
安
永
六
年
か
ら
の
御

用
留
な
ど
支
配
関
係
、
近
世
前
期
か
ら
の
年
貢
関
係
、
宗
門
人
別
帳
な
ど
戸
口
関

係
、
天
保
日
光
社
参
関
係
が
ま
と
ま
っ
て
い
る
。
②
川
辺
村
長
を
勤
め
た
小
島
信
太

郎
の
個
人
文
書
群
で
、
郡
会
関
係
が
ま
と
ま
っ
て
い
る
。
（
『
藤
城
家
・
小
島
（
栄
）

家
・
増
田
家
文
書
目
録
』
埼
玉
県
立
文
書
館
、
一
九
九
一
年
）
。 

２
７ 

会
田
家
は
、
旧
浦
和
市
大
門
の
旧
家
で
、
日
光
御
成
道
大
門
宿
の
本
陣
と
紀
伊

家
鷹
場
の
鳥
見
役
を
代
々
勤
め
た
家
で
あ
る
。
会
田
家
文
書
は
、
江
戸
初
期
の
も
の

は
僅
か
で
大
部
分
が
享
保
期
以
降
で
、
大
門
宿
や
紀
伊
徳
川
家
の
鷹
場
な
ど
を
知
る

上
で
貴
重
な
文
書
群
で
あ
る
。
そ
の
他
に
会
田
家
の
「
先
祖
書
」
、
「
由
緒
書
」
な
ど

系
図
関
係
の
資
料
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。（
『
会
田
家
・
相
沢
家
文
書
目
録
』
埼
玉

県
立
文
書
館
、
一
九
七
一
年
）
。 

２
８ 

諸
井
（
三
）
家
文
書
は
、
中
山
道
本
庄
宿
に
お
い
て
、
絹
取
引
や
蚕
種
商
と
し

て
財
を
な
し
た
諸
井
家
（
東
諸
井
家
）
に
伝
わ
る
文
書
。
諸
井
家
は
、
明
治
以
降
、

諸
井
恒
平
を
は
じ
め
政
財
界
で
活
躍
す
る
人
物
を
多
く
輩
出
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ

て
い
る
。
資
料
の
中
心
は
近
代
文
書
で
、
本
庄
郵
便
局
関
連
資
料
、
繭
・
生
糸
取
引

関
係
資
料
、
書
状
、
典
籍
類
な
ど
が
あ
る
。（
『
諸
井
（
三
）
家
文
書
目
録
』
埼
玉
県

立
文
書
館
、
二
〇
一
四
年
）。 

２
９ 

足
立
家
は
、
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
か
ら
金
町
松
戸
関
所
番
、
寛
政
一
二
年

（
一
八
〇
〇
）
か
ら
房
川
渡
中
田
栗
橋
関
所
の
関
所
番
士
を
勤
め
た
家
で
あ
る
。
文

書
は
、
①
中
田
栗
橋
関
所
の
作
成
・
収
受
文
書
で
、
御
用
留
・
関
所
手
形
・
判
鑑
・

達
書
な
ど
、
②
足
立
家
で
筆
写
・
作
成
し
た
記
録
類
で
、
中
田
栗
橋
関
所
の
日
記
書

抜
・
関
所
御
定
書
・
そ
の
他
風
説
書
な
ど
、
③
足
立
家
の
家
文
書
で
、
由
緒
書
・
書

簡
留
・
家
作
関
係
・
経
営
関
係
な
ど
、
④
足
立
家
の
典
籍
・
書
画
群
で
、
文
学
・
教

育
・
教
科
書
類
が
多
く
見
ら
れ
る
。（
『
諸
家
文
書
目
録
Ⅵ
』
埼
玉
県
立
文
書
館
、
二

〇
〇
三
年
）。 

３
０ 

大
石
学
監
修
、
太
田
尚
宏
・
中
村
大
介
編
『
古
文
書
解
読
事
典 

文
書
館
へ
い
こ

う
』（
東
京
堂
出
版
、
一
九
九
八
年
）
、
大
石
学
監
修
、
太
田
尚
宏
・
保
垣
孝
幸
・
中

村
大
介
編
『
古
文
書
解
読
事
典 

文
書
館
へ
い
こ
う
』
（
東
京
堂
出
版
、
二
〇
〇
〇
年

改
訂
新
版
） 

３
１ 

『
古
文
書
保
存
・
整
理
の
手
引
き
』
（
新
潟
県
歴
史
資
料
保
存
活
用
連
絡
協
議

会
、
二
〇
〇
八
年
）
、『
古
文
書
保
存
・
整
理
の
手
引
き
（
改
訂
版
）
』（
新
潟
県
歴
史

資
料
保
存
活
用
連
絡
協
議
会
、
二
〇
〇
八
年
）
、『
自
治
体
史
編
さ
ん
以
降
の
地
域
史

料
管
理
』（
埼
玉
県
地
域
史
料
保
存
活
用
連
絡
協
議
会
、
二
〇
一
八
年
）
な
ど
。 

  


